
ご当地
ミンジー
を探せ！

活動記録あれこ
れ 

都民連
だより
都民連
だより 夏号

令和8年7月
（第62巻1号）

私たちが進める

新！強化方策活動紹介
都民連通信
「令和7年度事業報告・決算」
キラリ☆この人
こんな時どうする？
活動記録あれこれ
ご当地ミンジーを探せ！
編集後記

特集
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狛江市は、新宿から小田急線で20分の位置にある人口約8万人のまち
です。東は世田谷区、北西は調布市、南は多摩川に接する日本で２番目
に面積が小さな市で、絵手紙発祥の地としても知られています。そんな狛
江の夏を彩るのが「多摩川いかだレース」。多摩川の岸辺の黒松林「五本
松」（上の写真の中央多摩川寄り、左の写真の上部）を起点に、80を超
えるチームが手作りのいかだでスピードやデザインを競い合います。映画
やドラマのロケ地としてもよく知られていますよ。

民生児童委員の
活動環境の整備

「仲間とつくる地域のつながり」
東京版 活動強化方策スローガン

水と緑のまち わが狛江 ～多摩川五本松と川風の散歩道～

写真提供：（左）狛江古代カップ多摩川いかだレース実行委員会／（上）狛江市観光協会

わたしのまちの
お 気 に 入 り

狛 江 市

夏の風物詩　
　狛江古代カップ「多摩川いかだレース」▶

今号より編集委員の地元のお気に入りの場所や行事等を紹介していきます

紹介者：三角佐智子（狛江市民児協会長）
小田急線「和泉多摩川駅」より徒歩15分 東京都民生児童委員連合会

〒162-0823新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4F
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-Mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年４回発行　印刷：駒田印刷株式会社

発　　行

編集会議で掲載内容を検討していく中で、各地区の
活動内容に話がふくらみ、良い活動や見直したい活動
などについて、時間が足りなくなるほど楽しく意見交
換をしています。
今号も、今後の活動の参考になる内容が多く掲載さ
れていますので、ご当地ミンジーを探しながら、今一
度読み直してみてください。
次号のご当地ミンジーは、昨年盛り上がった都道府
県です。お楽しみに。

編集後記
三角　佐智子（都民連副会長：都民連だより担当）
編集協力

佐藤　文子（新宿区）
松橋　喜江子（世田谷区）
武市　美登里（墨田区）
江角　愛美（国立市）
中山　暢子（羽村市）

渡邉　勝子（荒川区）
河本　茂子（中野区）
新妻　弥生（八王子市）
佐野　有佳理（小平市）

編集委員

第13回　頭に富士山　～静岡県～

静岡県版ミンジーは、関東ブロック
民生委員児童委員活動研究協議会の開
催を機に、誕生しました。
頭には富士山、手にはお茶の葉、胸
の民生児童委員マークはみかんと、静
岡県の魅力を余すところなく表現して
います

　東京で平成23年に誕生したミンジーは、
全国の民児協でも大活躍中！ 現在、32府
県市のご当地ミンジーがいます。今回ご
紹介するのは静岡県のご当地ミンジーで
す。本紙のどこかに隠れているので、ぜ
ひ探してみてね！

[ 答え ] P.2.5.7.8 計4 静岡県ミンジー

記入のポイント
①⇒　他機関・他団体が住民向けに実施する催し物に参加・協力する場合は、（２）に記入します。
②③⇒　民児協が主催または他機関・他団体と共催して行う住民向けの催し物は、（３）に記入します。

活動概要 （2） （3） （4） （11）

①

その他の活動

子育て支援部会で運営協力をしている
児童館主催の子育てサロンに参加した。

　住民向けに実施される催し物に参加・協力する場合、そ
の他の活動の「行事・事業・会議への参加・協力（２）」「地
域福祉活動・自主活動（３）」のどちらかに記入します。
その催し物の主催がどの団体か（民児協が主体として実施
しているか）によって記録の仕方が異なります。

渡邉 勝子

高齢者・子育てサロンへの運営協力、社協の夏祭りのお手伝い、民児協のPR活動等、民生
児童委員としてさまざまな催し物に参加することは、住民と知り合う大切な機会です。こう
した地域活動の記入の仕方を確認していきます。

各種イベントや行事への参加はどこに記入しますか

民児協と児童館が共催（どちらも主催）で
実施している子どもまつりのブース運営に協力した。

民児協のPR活動として、駅頭でティッシュを配った。

②

③

行
事・事
業・会
議
へ
の

参

加
・
協

力

地
域
福
祉
活
動
・

自

主

活

動

民
児
協
運
営
・
研
修

活 

動 

日 

数

お知らせ
民生児童委員専用ページ(https://www.tominren.com/iin/kiroku)に
活動記録の「分類早見表」を追加しました
（ユーザー名：tominren　PW:20180401)

A 案
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市
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

進
め
る
た
め
に
、
最
初
に
設
置

し
た
の
が
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
活
用

委
員
会
で
す
。
市
内
６
つ
の
各

民
児
協
か
ら
２
〜
３
名
の
委
員

を
選
出
し
、
推
進
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
ま
ず
は
現
状
を
把
握

す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
保

有
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

自
宅
の
通
信
環
境
も
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
状
況
も
異
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利

用
が
不
得
手
な
委
員
に
配
慮
し
、

定
例
会
後
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
端
末
の
操
作
方

法
を
教
え
合
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
通
知
の
や
り
取
り
が
難
し

い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
の
紙

も
併
用
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
活
動
記
録
の
提
出
を
試

行
し
た
際
も
、
会
長
が
必
要
に

応
じ
て
代
理
入
力
す
る
こ
と
で

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た
。
最
初
は

触
る
の
も
嫌
と
言
っ
て
い
た
委

員
も
、周
囲
に
励
ま
さ
れ
て「
で

き
た
」
と
笑
顔
に
な
り
、
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
委
員
が
分
か

ら
な
い
委
員
を
助
け
る
と
い
う

輪
の
広
が
り
の
中
で
、
委
員
間

の
結
束
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。

初
年
度
に
整
備
し
た
学
校
区

域
を
基
本
と
し
た
班
体
制
で
は
、

会
長
↓
班
長
↓
委
員
へ
と
連
絡

が
速
や
か
に
流
れ
る
よ
う

L
I
N
E
を
活
用
し
ま
し
た
。

L
I
N
E
は
、
比
較
的
操
作
が

簡
単
で
、
日
頃
か
ら
多
く
の
委

員
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
都
民

連
で
一
斉
導
入
し
た
端
末
の
利

用
が
終
了
し
た
現
在
で
は
、
活

動
記
録
は
市
の
公
式
L
I
N
E

で
送
ら
れ
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
に

よ
り
全
委
員
が
提
出
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

大
島
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
経
験
か
ら
災
害
に
対
す

る
意
識
は
高
い
も
の
の
、
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
役
員
の
高

齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化

に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
災
害
に
備
え
る
」
と

い
う
明
確
な
目
的
の
も
と
、
管

内
を
３
地
区
に
分
け
、
委
員
同

士
が
日
頃
か
ら
協
力
し
な
が
ら

活
動
す
る
班
体
制
の
確
立
を
目

指
し
ま
し
た
。

部
会
や
班
で
の
発
災
前
後
の

支
援
ニ
ー
ズ
を
検
討
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
防
災
体
験
を
行

う
ご
と
に
、
自
分
事
と
し
て
、

地
域
で
備
え
る
活
動
へ
の
理
解

や
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
の
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
対
策
室
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
を
招
い
て
、
防
災
計
画

や
要
援
護
者
支
援
、
避
難
所
運

営
等
の
講
習
を
重
ね
、
自
分
た

ち
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

を
考
え
続
け
た
こ
と
で
、
関
係

機
関
と
の
距
離
が
縮
ま
り
、
連

携
の
具
体
的
な
内
容
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

都
民
連
で
は
、
東
京
版
活
動

強
化
方
策
の
５
本
の
柱
の
中
心

に
、「
班
体
制
の
確
立
」
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
個
別
支
援
も
、
組

織
運
営
も
、
児
童
委
員
活
動
も
、

地
域
協
働
も
、
そ
の
土
台
と
な

る
の
が
班
体
制
で
あ
り
、
班
と

い
う
チ
ー
ム
に
支
え
ら
れ
て
こ

そ
持
続
可
能
な
実
践
に
つ
な
が

り
ま
す
。
班
は
、
個
と
全
体
の

間
を
埋
め
、
委
員
の
孤
立
化
を

防
ぐ
仕
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

班
体
制
を
取
り
入
れ
て
い
る

地
区
民
児
協
は
都
内
で
半
数
を

特
集

苦
手
な
人
を

取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
活
用

経
験
や
思
い
を
伝
え
あ
い

共
に
備
え
る

環
境
整
備
を

私
た
ち
の
力
で

班
体
制
は
活
動
の

基
軸

C
ase1 

立
川
市
民
児
協
よ
り

C
ase2 

大
島
町
民
児
協
よ
り

※シンポジウムの内容を紙面上で再構成しております

コーディネーター（左端）
　村井祐一氏
　（田園調布学園大学副学長・教授）

報告者（中央から右へ）
　中村喜美子氏・萩野博美氏
　（立川市民児協）
　清水勝子氏（大島町民児協）

Point 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

田
園
調
布
学
園
大
学

副
学
長
・
教
授

村
井
祐
一
氏
よ
り

超
え
て
い
ま
す
が
、
ご
近
所
の

委
員
同
士
で
の
助
け
合
い
と
い

う
ア
ナ
ロ
グ
な
関
係
性
が
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
を
進
め
る
上
で
も

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
活
用
は
目
的
で
は
な
く
、

委
員
活
動
を
支
え
る
手
段
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
人
に
寄
り
添
っ
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

災
害
へ
の
備
え
も
、
一
人
で

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
班
体
制
の
も
と
で
、
情
報

交
換
や
相
互
学
習
、
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

地
域
課
題
の
複
雑
化
・
多
様

化
、
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手

確
保
、
就
労
委
員
の
増
加
な
ど
、

「
個
人
の
熱
意
と
頑
張
り
」
に

依
拠
す
る
だ
け
で
は
、
委
員
活

動
の
継
続
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
民
生
児
童
委
員
の
活
動

環
境
整
備
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
上
で
大
切
な
こ
と
は
「
何
の

た
め
か
を
言
葉
で
伝
え
る
」
こ

と
で
す
。
目
的
を
共
有
す
る
こ

と
が
チ
ー
ム
を
、
関
係
者
を
動

か
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

気
軽
に
話
し
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
苦
手
意
識
や
十
分

に
取
り
組
む
時
間
が
な
い
人
を

含
め
て
、
全
員
が
一
歩
前
に
進

む
方
法
を
考
え
る
。
そ
し
て
手

を
携
え
、
頼
り
頼
ら
れ
な
が
ら

一
緒
に
行
動
し
て
い
く
民
児
協

の
仲
間
が
織
り
な
す
組
織
の
力

で
、
明
日
か
ら
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

班活動とデジタル活用報告①

● ３年間の歩み（主な取り組み）
１年目　推進体制の検討 / wi-fi等の保有調査
２年目　端末の機能学習 / 委員間での教え合い
３年目　オンライン化の併用・移行
　　　 （定例会開催通知・活動記録集計）

報告者　中村喜美子氏・萩野博美氏（立川市民児協）

災害に備える班活動報告②

● ３年間の歩み（主な取り組み）
１年目　災害時対応の学び（専門家・関係機関）
２年目　部会・地区別ワーク / 地区防災の確認
３年目　緊急連絡体制確立 / 事業の効果測定

報告者　清水勝子氏（大島町民児協）

❶ 情報交換
定例会では拾えない地域の
ちょっとした出来事や世帯の
変化の情報が、小単位だから
こそ行き来する

班体制の５つの機能

❷ 相互学習
先輩の経験知が新任委員に伝
わり、新任の新しい視点が先輩
を刺激する、対面で語り合う場

❸ケースの協働
一人で抱えると押しつぶされ
そうなケースも、班で共有する
ことで対応の選択肢と安心感
が広がる

❹ 小地域活動
サロン、見守り、声かけといっ
た日常的な実践を、班単位で
住民との接点としてつくれる

❺ネットワーク
包括･町会･社協･行政･学校な
どの関係機関との連携を、
チームで担い、個人への負担
集中を防ぐ

私たちが進める
民生児童委員の
活動環境の整備

５月 26日に開催された協議員研修会では、令
和７年度までの３年間に渡り指定民児協事業に
取り組んだ立川市民児協（班活動とデジタル活用）
と、大島町民児協（災害に備える班活動）の報告
を中心としたシンポジウムが行われました。
今回の特集では、両地区の取り組みをもとに、
私たち自身が進める「民生児童委員の活動環境
整備」のヒントをご紹介します。
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市
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
活
用
を

進
め
る
た
め
に
、
最
初
に
設
置

し
た
の
が
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
活
用

委
員
会
で
す
。
市
内
６
つ
の
各

民
児
協
か
ら
２
〜
３
名
の
委
員

を
選
出
し
、
推
進
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
ま
ず
は
現
状
を
把
握

す
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
保

有
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

自
宅
の
通
信
環
境
も
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
状
況
も
異
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利

用
が
不
得
手
な
委
員
に
配
慮
し
、

定
例
会
後
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
中
心
と
な
り
端
末
の
操
作
方

法
を
教
え
合
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
通
知
の
や
り
取
り
が
難
し

い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
の
紙

も
併
用
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
活
動
記
録
の
提
出
を
試

行
し
た
際
も
、
会
長
が
必
要
に

応
じ
て
代
理
入
力
す
る
こ
と
で

フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
た
。
最
初
は

触
る
の
も
嫌
と
言
っ
て
い
た
委

員
も
、周
囲
に
励
ま
さ
れ
て「
で

き
た
」
と
笑
顔
に
な
り
、
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
委
員
が
分
か

ら
な
い
委
員
を
助
け
る
と
い
う

輪
の
広
が
り
の
中
で
、
委
員
間

の
結
束
力
が
高
ま
り
ま
し
た
。

初
年
度
に
整
備
し
た
学
校
区

域
を
基
本
と
し
た
班
体
制
で
は
、

会
長
↓
班
長
↓
委
員
へ
と
連
絡

が
速
や
か
に
流
れ
る
よ
う

L
I
N
E
を
活
用
し
ま
し
た
。

L
I
N
E
は
、
比
較
的
操
作
が

簡
単
で
、
日
頃
か
ら
多
く
の
委

員
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
都
民

連
で
一
斉
導
入
し
た
端
末
の
利

用
が
終
了
し
た
現
在
で
は
、
活

動
記
録
は
市
の
公
式
L
I
N
E

で
送
ら
れ
る
入
力
フ
ォ
ー
ム
に

よ
り
全
委
員
が
提
出
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

大
島
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

過
去
の
経
験
か
ら
災
害
に
対
す

る
意
識
は
高
い
も
の
の
、
消
防

団
や
自
主
防
災
組
織
役
員
の
高

齢
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化

に
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
災
害
に
備
え
る
」
と

い
う
明
確
な
目
的
の
も
と
、
管

内
を
３
地
区
に
分
け
、
委
員
同

士
が
日
頃
か
ら
協
力
し
な
が
ら

活
動
す
る
班
体
制
の
確
立
を
目

指
し
ま
し
た
。

部
会
や
班
で
の
発
災
前
後
の

支
援
ニ
ー
ズ
を
検
討
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
防
災
体
験
を
行

う
ご
と
に
、
自
分
事
と
し
て
、

地
域
で
備
え
る
活
動
へ
の
理
解

や
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
く
の
を

実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
対
策
室
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
を
招
い
て
、
防
災
計
画

や
要
援
護
者
支
援
、
避
難
所
運

営
等
の
講
習
を
重
ね
、
自
分
た

ち
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と

を
考
え
続
け
た
こ
と
で
、
関
係

機
関
と
の
距
離
が
縮
ま
り
、
連

携
の
具
体
的
な
内
容
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

都
民
連
で
は
、
東
京
版
活
動

強
化
方
策
の
５
本
の
柱
の
中
心

に
、「
班
体
制
の
確
立
」
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
個
別
支
援
も
、
組

織
運
営
も
、
児
童
委
員
活
動
も
、

地
域
協
働
も
、
そ
の
土
台
と
な

る
の
が
班
体
制
で
あ
り
、
班
と

い
う
チ
ー
ム
に
支
え
ら
れ
て
こ

そ
持
続
可
能
な
実
践
に
つ
な
が

り
ま
す
。
班
は
、
個
と
全
体
の

間
を
埋
め
、
委
員
の
孤
立
化
を

防
ぐ
仕
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

班
体
制
を
取
り
入
れ
て
い
る

地
区
民
児
協
は
都
内
で
半
数
を

特
集

苦
手
な
人
を

取
り
残
さ
な
い

デ
ジ
タ
ル
活
用

経
験
や
思
い
を
伝
え
あ
い

共
に
備
え
る

環
境
整
備
を

私
た
ち
の
力
で

班
体
制
は
活
動
の

基
軸

C
ase1 

立
川
市
民
児
協
よ
り

C
ase2 

大
島
町
民
児
協
よ
り

※シンポジウムの内容を紙面上で再構成しております

コーディネーター（左端）
　村井祐一氏
　（田園調布学園大学副学長・教授）

報告者（中央から右へ）
　中村喜美子氏・萩野博美氏
　（立川市民児協）
　清水勝子氏（大島町民児協）

Point 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

田
園
調
布
学
園
大
学

副
学
長
・
教
授

村
井
祐
一
氏
よ
り

超
え
て
い
ま
す
が
、
ご
近
所
の

委
員
同
士
で
の
助
け
合
い
と
い

う
ア
ナ
ロ
グ
な
関
係
性
が
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
を
進
め
る
上
で
も

効
果
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
活
用
は
目
的
で
は
な
く
、

委
員
活
動
を
支
え
る
手
段
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
人
に
寄
り
添
っ
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

災
害
へ
の
備
え
も
、
一
人
で

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
班
体
制
の
も
と
で
、
情
報

交
換
や
相
互
学
習
、
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

地
域
課
題
の
複
雑
化
・
多
様

化
、
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手

確
保
、
就
労
委
員
の
増
加
な
ど
、

「
個
人
の
熱
意
と
頑
張
り
」
に

依
拠
す
る
だ
け
で
は
、
委
員
活

動
の
継
続
は
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
民
生
児
童
委
員
の
活
動

環
境
整
備
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
課
題
の
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
上
で
大
切
な
こ
と
は
「
何
の

た
め
か
を
言
葉
で
伝
え
る
」
こ

と
で
す
。
目
的
を
共
有
す
る
こ

と
が
チ
ー
ム
を
、
関
係
者
を
動

か
す
鍵
と
な
り
ま
す
。

気
軽
に
話
し
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
、
苦
手
意
識
や
十
分

に
取
り
組
む
時
間
が
な
い
人
を

含
め
て
、
全
員
が
一
歩
前
に
進

む
方
法
を
考
え
る
。
そ
し
て
手

を
携
え
、
頼
り
頼
ら
れ
な
が
ら

一
緒
に
行
動
し
て
い
く
民
児
協

の
仲
間
が
織
り
な
す
組
織
の
力

で
、
明
日
か
ら
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

班活動とデジタル活用報告①

● ３年間の歩み（主な取り組み）
１年目　推進体制の検討 / wi-fi等の保有調査
２年目　端末の機能学習 / 委員間での教え合い
３年目　オンライン化の併用・移行
　　　 （定例会開催通知・活動記録集計）

報告者　中村喜美子氏・萩野博美氏（立川市民児協）

災害に備える班活動報告②

● ３年間の歩み（主な取り組み）
１年目　災害時対応の学び（専門家・関係機関）
２年目　部会・地区別ワーク / 地区防災の確認
３年目　緊急連絡体制確立 / 事業の効果測定

報告者　清水勝子氏（大島町民児協）

❶ 情報交換
定例会では拾えない地域の
ちょっとした出来事や世帯の
変化の情報が、小単位だから
こそ行き来する

班体制の５つの機能

❷ 相互学習
先輩の経験知が新任委員に伝
わり、新任の新しい視点が先輩
を刺激する、対面で語り合う場

❸ケースの協働
一人で抱えると押しつぶされ
そうなケースも、班で共有する
ことで対応の選択肢と安心感
が広がる

❹ 小地域活動
サロン、見守り、声かけといっ
た日常的な実践を、班単位で
住民との接点としてつくれる

❺ネットワーク
包括･町会･社協･行政･学校な
どの関係機関との連携を、
チームで担い、個人への負担
集中を防ぐ

私たちが進める
民生児童委員の
活動環境の整備

５月 26日に開催された協議員研修会では、令
和７年度までの３年間に渡り指定民児協事業に
取り組んだ立川市民児協（班活動とデジタル活用）
と、大島町民児協（災害に備える班活動）の報告
を中心としたシンポジウムが行われました。
今回の特集では、両地区の取り組みをもとに、
私たち自身が進める「民生児童委員の活動環境
整備」のヒントをご紹介します。
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活 動 紹 介新
支援力を
高める
個別支援活動
の向上

1
チームで
動く

班体制の確立

2
組織を
活かす
民児協組織の
強化

3
子どもを
育む

児童委員活動の
充実

4
地域を
むすぶ

協働による
地域福祉活動

5

強化方策
東京版活動強化方策の５本の柱

訪問時のイメージ

接
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
す
。

会
え
な
い
時
は
日
に
ち
や
時

間
を
変
え
て
訪
問
し
た
り
、

自
治
会
や
お
隣
の
方
等
に
ご

様
子
を
伺
い
、
状
況
を
把
握

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る

と
、「
ま
た
来
て
く
れ
て
嬉
し

い
」、「
手
紙
は
い
つ
も
見
え

る
場
所
に
貼
っ
て
あ
る
よ
。

何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
す
る
か

ら
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
こ
と
が
、
委

員
と
し
て
の
喜
び
や
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
清
瀬
市
民
児
協
で
は
、
高

齢
者
の
孤
立
・
孤
独
防
止
を

目
的
と
し
て
手
紙
や
広
報
誌

を
持
っ
て
訪
問
し
、
困
り
ご

と
や
健
康
状
態
を
把
握
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
高
齢
者
世
帯
へ
の
直

接
訪
問
が
難
し
く
な
っ
た
際

に
、
手
紙
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
訪
問
は
年
に
１
回
、
暑
さ

が
和
ら
ぐ
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
行
い
ま
す
。
訪
問
す
る
対

象
は
、
八
十
歳
以
上
の
単
身

ま
た
は
八
十
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
で
す
。

　
手
紙
に
は
「
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
」の
言
葉
と
、

区
域
担
当
民
生
委
員
の

氏
名
と
連
絡
先
を
記
載

し
、「
災
害
へ
の
備
え
」

な
ど
、
時
宜
に
応
じ
た

お
知
ら
せ
も
載
せ
て
届

け
て
い
ま
す
。

　
訪
問
の
中
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
直

｢お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
｣の

　
　
　
　
　
　
　
　
　手
紙
の
配
布

〜
清
瀬
市
民
児
協
〜

柱1

新
生
児
訪
問
　子
育
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　｢す
く
す
く
新
宿
っ
子
｣の
配
布

〜
新
宿
区
民
児
協
〜

令和８年度までの重点事業である「東京版　活動強化方策」に引き付けて、各地区の実践活
動の参考となるよう、都内民児協をはじめ、関係機関の事業などをご紹介します。

訪問・調査今号のテーマ

柱1
柱4対

象
者
リ
ス
ト
を
も
と
に
１
軒
ず
つ
訪
問
し
ま
す
。
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
の
建
物
で
は
カ
メ
ラ
越
し
に
名
札
を
見
せ
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
す
。

訪
問
先
へ
は
徒
歩
で
向
か
い
ま
す
。
今
年
は
10
軒
担
当
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
順
番
に
訪
問
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
宿
区
民
児
協
で
は
、
昭
和
61
年
よ
り
新
生
児
の
い
る
ご
家
庭
へ
子
育
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
予
定
の
ご
家
庭
に
は
事
前
通
知
は
が
き
を

送
付
し
て
お
知
ら
せ
し
、
毎
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
配
布
し
ま
す
。
今
年

度
、
区
全
体
で
は
１
８
０
３
軒
、
委
員
一
人
当
た
り
平
均
６
〜
７
軒
担
当
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
柏
木
地
区
の
塚
本
委
員
に
密
着
し
ま
し
た
。

　
出
掛
け
ら
れ
て
い
た
り
、
ご
在
宅
で
も
赤
ち
ゃ
ん
が
起
き

な
い
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
音
を
小
さ
く
し
て
い
て
気
付

か
な
か
っ
た
り
し
て
、
お
会
い
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
　

天
気
も
良
い
し

出
掛
け
て
る
か
も
な
〜

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
医
療
機
関
や
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
詳
細
は
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
会
え
る
と
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま

す
ね
。
お
会
い
で
き
た
ら
満
面
の
笑
み
で
手

短
に
。
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
ね
、
と
名

刺
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　
５
・
６
軒
目
に
訪
問
し
た
先
で
外
国
籍
の
お
母
さ
ん
に
お

会
い
し
ま
し
た
。

　子育てパンフレット(ピンク色）、
ウエットティッシュ、折り紙を袋
に入れてお渡ししています。
　外国籍の方には翻訳したパンフ
レットも同封します。
黄色…英語、中国語、韓国語
水色…ネパール語、タイ語、
　　　ミャンマー語

新宿区　柏木地区
塚本　里子　委員

何十軒に１軒かもしれませんが、訪問を心待
ちにしてくれる方もいます。悩みや愚痴を話し
てくれた時、私も存在価値があったな、とうれ
しく思います。お会いできないことも多いけれ
ど、「あのお宅に赤ちゃんがいるんだよな」と日
頃から気に掛けることが大事です。
現代の子育て家庭は仕事に育児に、本当に大

変だと思います。40年続くこの事業をこれから
も続けていき、皆さんが安心して子育てできる
よう見守っていきたいです。

13:50 訪問開始１～４軒目 ご不在

10軒目 ご不在 14:25 訪問終了

５・６軒目 ５・６軒目 お会いできました  

９軒目 お会いできました  ７・８軒目 ご不在６軒目 転居されご不在

5~6月
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1
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班体制の確立

2
組織を
活かす
民児協組織の
強化

3
子どもを
育む

児童委員活動の
充実

4
地域を
むすぶ

協働による
地域福祉活動

5

強化方策
東京版活動強化方策の５本の柱

訪問時のイメージ

接
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
す
。

会
え
な
い
時
は
日
に
ち
や
時

間
を
変
え
て
訪
問
し
た
り
、

自
治
会
や
お
隣
の
方
等
に
ご

様
子
を
伺
い
、
状
況
を
把
握

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
活
動
を
続
け
て
い
る

と
、「
ま
た
来
て
く
れ
て
嬉
し

い
」、「
手
紙
は
い
つ
も
見
え

る
場
所
に
貼
っ
て
あ
る
よ
。

何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
す
る
か

ら
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
こ
と
が
、
委

員
と
し
て
の
喜
び
や
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
清
瀬
市
民
児
協
で
は
、
高

齢
者
の
孤
立
・
孤
独
防
止
を

目
的
と
し
て
手
紙
や
広
報
誌

を
持
っ
て
訪
問
し
、
困
り
ご

と
や
健
康
状
態
を
把
握
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
高
齢
者
世
帯
へ
の
直

接
訪
問
が
難
し
く
な
っ
た
際

に
、
手
紙
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
訪
問
は
年
に
１
回
、
暑
さ

が
和
ら
ぐ
秋
か
ら
冬
に
か
け

て
行
い
ま
す
。
訪
問
す
る
対

象
は
、
八
十
歳
以
上
の
単
身

ま
た
は
八
十
歳
以
上
の
方
の

み
の
世
帯
で
す
。

　
手
紙
に
は
「
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
」の
言
葉
と
、

区
域
担
当
民
生
委
員
の

氏
名
と
連
絡
先
を
記
載

し
、「
災
害
へ
の
備
え
」

な
ど
、
時
宜
に
応
じ
た

お
知
ら
せ
も
載
せ
て
届

け
て
い
ま
す
。

　
訪
問
の
中
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
直

｢お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
｣の

　
　
　
　
　
　
　
　
　手
紙
の
配
布

〜
清
瀬
市
民
児
協
〜

柱1

新
生
児
訪
問
　子
育
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　｢す
く
す
く
新
宿
っ
子
｣の
配
布

〜
新
宿
区
民
児
協
〜

令和８年度までの重点事業である「東京版　活動強化方策」に引き付けて、各地区の実践活
動の参考となるよう、都内民児協をはじめ、関係機関の事業などをご紹介します。

訪問・調査今号のテーマ

柱1
柱4対

象
者
リ
ス
ト
を
も
と
に
１
軒
ず
つ
訪
問
し
ま
す
。
オ
ー

ト
ロ
ッ
ク
の
建
物
で
は
カ
メ
ラ
越
し
に
名
札
を
見
せ
て
あ
い

さ
つ
を
し
ま
す
。

訪
問
先
へ
は
徒
歩
で
向
か
い
ま
す
。
今
年
は
10
軒
担
当
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
順
番
に
訪
問
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
宿
区
民
児
協
で
は
、
昭
和
61
年
よ
り
新
生
児
の
い
る
ご
家
庭
へ
子
育
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
予
定
の
ご
家
庭
に
は
事
前
通
知
は
が
き
を

送
付
し
て
お
知
ら
せ
し
、
毎
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
配
布
し
ま
す
。
今
年

度
、
区
全
体
で
は
１
８
０
３
軒
、
委
員
一
人
当
た
り
平
均
６
〜
７
軒
担
当
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
柏
木
地
区
の
塚
本
委
員
に
密
着
し
ま
し
た
。

　
出
掛
け
ら
れ
て
い
た
り
、
ご
在
宅
で
も
赤
ち
ゃ
ん
が
起
き

な
い
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
音
を
小
さ
く
し
て
い
て
気
付

か
な
か
っ
た
り
し
て
、
お
会
い
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
　

天
気
も
良
い
し

出
掛
け
て
る
か
も
な
〜

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
医
療
機
関
や
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
詳
細
は
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
会
え
る
と
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま

す
ね
。
お
会
い
で
き
た
ら
満
面
の
笑
み
で
手

短
に
。
何
か
あ
っ
た
ら
連
絡
し
て
ね
、
と
名

刺
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　
５
・
６
軒
目
に
訪
問
し
た
先
で
外
国
籍
の
お
母
さ
ん
に
お

会
い
し
ま
し
た
。

　子育てパンフレット(ピンク色）、
ウエットティッシュ、折り紙を袋
に入れてお渡ししています。
　外国籍の方には翻訳したパンフ
レットも同封します。
黄色…英語、中国語、韓国語
水色…ネパール語、タイ語、
　　　ミャンマー語

新宿区　柏木地区
塚本　里子　委員

何十軒に１軒かもしれませんが、訪問を心待
ちにしてくれる方もいます。悩みや愚痴を話し
てくれた時、私も存在価値があったな、とうれ
しく思います。お会いできないことも多いけれ
ど、「あのお宅に赤ちゃんがいるんだよな」と日
頃から気に掛けることが大事です。
現代の子育て家庭は仕事に育児に、本当に大

変だと思います。40年続くこの事業をこれから
も続けていき、皆さんが安心して子育てできる
よう見守っていきたいです。

13:50 訪問開始１～４軒目 ご不在

10軒目 ご不在 14:25 訪問終了

５・６軒目 ５・６軒目 お会いできました  

９軒目 お会いできました  ７・８軒目 ご不在６軒目 転居されご不在

5~6月
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都 民 連 通 信 令和8年7月（第62巻1号）都民連だより 夏号

キラリ この人

瑞
宝
単
光
章

杉
山
律
子
様
　
（
荒
川
区
）

土
方
孝
一
郎
様
（
西
東
京
市
）

川
鍋
和
代
様
　
（
武
蔵
野
市
）

藍
綬
褒
章

畠
山
香
壽
惠
様
（
東
村
山
市
）

春
の
叙
勲
・
褒
章

受
章
者
の
ご
紹
介

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年

▲ 墨田区第7地区民児協のみなさん。廣田さんは左から5人目▲ 盆踊りの様子

▲ 小林都民連会長による開会あいさつ

▲ R7年度普及啓発動画▲ 一日民生委員・児童委員
　 の様子（豊島区）

▼ 都民連だより
　 第61巻2号

▲ 引き継ぎ準備強化月間チラシ

　去る令和８年５月26日、なかのＺＥＲＯ西館小ホールにて令和８年度第１回協議員総会を開催しま
した。令和７年度事業報告・決算が承認されましたので、その一部をご紹介致します。その他の事業、
詳細については別紙をご覧ください。

令和７年度事業報告・決算

墨田区
民生児童委員

廣田 あい子さん

「地域柄、盆踊りが好きな人は多いと思います」そ
う話すのは、生まれも育ちも墨田区の廣田さん。夏
には区内のさま
ざまな町会が盆
踊りを開催する
ため、廣田さん
も毎週のように
参加。たくさん

の人が輪になって一緒に踊る「一体感」が盆踊りの
魅力と語ります。太鼓の音が響く夕暮れには、地域
の友達や家族と誘い合って、みんなでやぐらを囲み
ます。
そんな廣田さんが所属する墨田区民児協では、毎
年の新年会で各地区がそれぞれ出し物を披露するこ
とになっています。「こういう時は盛り上げなく
ちゃ！」と積極的に出し物を提案。今までに「お祭
りマンボ」や「東京ブギウギ」の踊りを披露してき
ました。楽しいことは「これやってみない？」と誘っ
てみる廣田さんと、「やりたい！」と応えてくれる周
りの人たちとの間には、素敵な関係性がありました。
多くの人を巻き込み笑顔を広げている廣田さん。

「仕事を引退してからこんな人生が待っていたなん
て！」とキラキラした顔で話す姿が印象的です！

令
和
７
年
度
は
一
斉
改
選
の

年
で
あ
り
、
新
た
に
迎
え
た
新

任
委
員
が
や
り
が
い
と
使
命
感

を
も
っ
て
活
動
を
円
滑
に
始
め

ら
れ
る
よ
う
、
研
修
を
実
施
し

た
ほ
か
、
委
員
一
人
ひ
と
り
の
豊

か
な
経
験
や
知
識
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
特
徴
あ
る
民
児
協
活
動
の

実
践
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
に
お
い
て
は
、
東
京
版

活
動
強
化
方
策
に
基
づ
く
各
種

事
業
を
遂
行
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
の
着
実
な
引
き
継

ぎ
の
た
め
に
、
全
委
員
を
対
象

に
９
月
〜
11
月
を
引
き
継
ぎ
準

備
強
化
月
間
と
定
め
、「
一
斉

改
選
に
伴
う
引
き
継
ぎ
方
針
〜

新
た
な
任
期
を
迎
え
る
た
め
の

準
備
〜
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し

た
。
併
せ
て
、
委
員
一
人
ひ
と

り
が
改
選
の
当
事
者
と
し
て
今

期
の
自
身
の
活
動
を
振
り
返
り
、

活
動
の
継
承
を
意
識
で
き
る
よ

う
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

全
委
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
退
任
後
に
も
安
心
し

て
現
任
委
員
と
の
同
行
訪
問
な

ど
も
含
め
た
引
き
継
ぎ
が
で
き

る
よ
う
、
退
任
委
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
費
用
の
助
成

制
度
を
新
設
し
、
9
8
1
件
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

広
く
民
生
児
童
委
員
活
動
を

周
知
す
る
た
め
に
、
都
庁
で
の

パ
ネ
ル
展
や
普
及
啓
発
動
画
を

制
作
し
、Ｊ
Ｒ・
地
下
鉄
の
主
要

路
線
で
電
車
内
デ
ジ
タ
ル
広
告

を
行
い
ま
し
た
。

全
都
一
斉
活
動
と
し
て
、
２

年
連
続
で
実
施
し
た
「
一
日
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
で
は
、

首
長
の
ほ
か
、
複
数
の
地
区
で

大
学
生
を
委
嘱
す
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
広
く
住
民

や
関
係
機
関
に
、
存
在
と
役
割

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
東
京
都
補
助

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
デ

ジ
タ
ル
機
器
導
入
に
よ
る
民
生
・

児
童
委
員
活
動
支
援
事
業
」
に

お
け
る
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
一
元

管
理
機
能
や
端
末
自
体
の
保

証
・
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
た

め
、
機
器
の
安
全
か
つ
適
切
な

回
収
・
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
の
活

用
な
ど
、
各
地
区
の
活
用
事
例

に
つ
い
て
、
事
務
担
当
者
連
絡

協
議
会
等
を
通
じ
て
必
要
な
情

報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
元
部
会
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
る
都
民
連
部
会

で
は
、
最
終
回
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
３
年
間
の
ま
と
め
と
成

果
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
10

月
発
行
の
秋
号
（
第
61
巻
２
号
）

に
掲
載
が
あ
り
ま
す
。

引
き
継
ぎ
の
徹
底
に
向
け
て

動
画
に
よ
る
啓
発
と

一
日
民
生
委
員
・
児
童
委
員

盛り上げ上手のエンターテイナー！

ひろた  　    あいこ

効
果
的
な

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
向
け
て

たとえばこんな時・・・ つなぎ先（活用できるサービス）

どうする？こんな時
―熱中症対策のためのエアコン購入―

このコーナーでは、活動中に対応に迷う
ようなケースを取り上げ、つなぎ先となる
福祉事業・サービス等（地区独自のものを
含む）について紹介します。

　　パートで生計を立てているひと
り親世帯のBさん。登校の見守りを
している息子のCくん
についての相談を受け
ていると、エアコンが
壊れているが、購入で
きずに悩んでいること
が発覚した。

東京ゼロエミポイント

温暖化の影響もあり毎年酷暑が続く昨今、エアコンはなくてはならない家電ですが、「長く使っているエアコン
が壊れてしまった」、「高額で買うことができない」といった我慢をされている方が地域にいることも考えられます。
そこで今号の「こんな時、どうする？」では、エアコン購入のためのサービスについてご紹介します。

※高齢者や障害者手帳を取得している方は、８万円分のポイントを受け取ることができます。
※令和８年度末まで適用予定ですが、予算の消化状況により期日が早まる可能性もあります。

エアコン等の省エネ家電を指定された店舗で購入すると、ポ
イントがその場で値引きされる東京都のサービスです。

★参考情報（各地区の助成情報）
自治体によっては他に助成を受けられる場合があります。下記はその一例
（いずれも対象は住民税非課税世帯等）です。実施の有無・詳細は地元窓口に
お問い合わせください。2

　　高齢者実態調査でひとり暮らし
をされているAさん宅を訪問したと
ころ、「暑くてかなわ
ないけれど、エアコン
は高額だし、扇風機で
我慢している」と相談
された。

1

港　区 練 馬 区 立 川 市

最大111,000円
を助成、高齢者相談センター
（地域包括支援センター）で
相談受付。

本体購入費と設
置工事費を合わせて最大
116,000円を助成、区役所
に申請。

最大100,000円
を助成、委託業者への郵送
による申請。
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都 民 連 通 信 令和8年7月（第62巻1号）都民連だより 夏号
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には区内のさま
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や
知
識
は
も
と
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
特
徴
あ
る
民
児
協
活
動
の

実
践
を
確
実
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
会
に
お
い
て
は
、
東
京
版

活
動
強
化
方
策
に
基
づ
く
各
種

事
業
を
遂
行
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
の
着
実
な
引
き
継

ぎ
の
た
め
に
、
全
委
員
を
対
象

に
９
月
〜
11
月
を
引
き
継
ぎ
準

備
強
化
月
間
と
定
め
、「
一
斉

改
選
に
伴
う
引
き
継
ぎ
方
針
〜

新
た
な
任
期
を
迎
え
る
た
め
の

準
備
〜
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し

た
。
併
せ
て
、
委
員
一
人
ひ
と

り
が
改
選
の
当
事
者
と
し
て
今

期
の
自
身
の
活
動
を
振
り
返
り
、

活
動
の
継
承
を
意
識
で
き
る
よ

う
、
啓
発
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

全
委
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

ま
た
、
退
任
後
に
も
安
心
し

て
現
任
委
員
と
の
同
行
訪
問
な

ど
も
含
め
た
引
き
継
ぎ
が
で
き

る
よ
う
、
退
任
委
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
加
入
費
用
の
助
成

制
度
を
新
設
し
、
9
8
1
件
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

広
く
民
生
児
童
委
員
活
動
を

周
知
す
る
た
め
に
、
都
庁
で
の

パ
ネ
ル
展
や
普
及
啓
発
動
画
を

制
作
し
、Ｊ
Ｒ・
地
下
鉄
の
主
要

路
線
で
電
車
内
デ
ジ
タ
ル
広
告

を
行
い
ま
し
た
。

全
都
一
斉
活
動
と
し
て
、
２

年
連
続
で
実
施
し
た
「
一
日
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
で
は
、

首
長
の
ほ
か
、
複
数
の
地
区
で

大
学
生
を
委
嘱
す
る
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
広
く
住
民

や
関
係
機
関
に
、
存
在
と
役
割

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
に
東
京
都
補
助

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
デ

ジ
タ
ル
機
器
導
入
に
よ
る
民
生
・

児
童
委
員
活
動
支
援
事
業
」
に

お
け
る
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
の
一
元

管
理
機
能
や
端
末
自
体
の
保

証
・
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
た

め
、
機
器
の
安
全
か
つ
適
切
な

回
収
・
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
行
政
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
や
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー
ム
の
活

用
な
ど
、
各
地
区
の
活
用
事
例

に
つ
い
て
、
事
務
担
当
者
連
絡

協
議
会
等
を
通
じ
て
必
要
な
情

報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
地
元
部
会
の
代
表

者
で
構
成
さ
れ
る
都
民
連
部
会

で
は
、
最
終
回
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
３
年
間
の
ま
と
め
と
成

果
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
10

月
発
行
の
秋
号
（
第
61
巻
２
号
）

に
掲
載
が
あ
り
ま
す
。

引
き
継
ぎ
の
徹
底
に
向
け
て

動
画
に
よ
る
啓
発
と

一
日
民
生
委
員
・
児
童
委
員

盛り上げ上手のエンターテイナー！

ひろた  　    あいこ

効
果
的
な

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
向
け
て

たとえばこんな時・・・ つなぎ先（活用できるサービス）

どうする？こんな時
―熱中症対策のためのエアコン購入―

このコーナーでは、活動中に対応に迷う
ようなケースを取り上げ、つなぎ先となる
福祉事業・サービス等（地区独自のものを
含む）について紹介します。

　　パートで生計を立てているひと
り親世帯のBさん。登校の見守りを
している息子のCくん
についての相談を受け
ていると、エアコンが
壊れているが、購入で
きずに悩んでいること
が発覚した。

東京ゼロエミポイント

温暖化の影響もあり毎年酷暑が続く昨今、エアコンはなくてはならない家電ですが、「長く使っているエアコン
が壊れてしまった」、「高額で買うことができない」といった我慢をされている方が地域にいることも考えられます。
そこで今号の「こんな時、どうする？」では、エアコン購入のためのサービスについてご紹介します。

※高齢者や障害者手帳を取得している方は、８万円分のポイントを受け取ることができます。
※令和８年度末まで適用予定ですが、予算の消化状況により期日が早まる可能性もあります。

エアコン等の省エネ家電を指定された店舗で購入すると、ポ
イントがその場で値引きされる東京都のサービスです。

★参考情報（各地区の助成情報）
自治体によっては他に助成を受けられる場合があります。下記はその一例
（いずれも対象は住民税非課税世帯等）です。実施の有無・詳細は地元窓口に
お問い合わせください。2

　　高齢者実態調査でひとり暮らし
をされているAさん宅を訪問したと
ころ、「暑くてかなわ
ないけれど、エアコン
は高額だし、扇風機で
我慢している」と相談
された。

1

港　区 練 馬 区 立 川 市

最大111,000円
を助成、高齢者相談センター
（地域包括支援センター）で
相談受付。

本体購入費と設
置工事費を合わせて最大
116,000円を助成、区役所
に申請。

最大100,000円
を助成、委託業者への郵送
による申請。
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ご当地
ミンジー
を探せ！

活動記録あれこ
れ 

都民連
だより
都民連
だより 夏号

令和8年7月
（第62巻1号）

私たちが進める

新！強化方策活動紹介
都民連通信
「令和7年度事業報告・決算」
キラリ☆この人
こんな時どうする？
活動記録あれこれ
ご当地ミンジーを探せ！
編集後記

特集

2

4

6

7

8

狛江市は、新宿から小田急線で20分の位置にある人口約8万人のまち
です。東は世田谷区、北西は調布市、南は多摩川に接する日本で２番目
に面積が小さな市で、絵手紙発祥の地としても知られています。そんな狛
江の夏を彩るのが「多摩川いかだレース」。多摩川の岸辺の黒松林「五本
松」（上の写真の中央多摩川寄り、左の写真の上部）を起点に、80を超
えるチームが手作りのいかだでスピードやデザインを競い合います。映画
やドラマのロケ地としてもよく知られていますよ。

民生児童委員の
活動環境の整備

「仲間とつくる地域のつながり」
東京版 活動強化方策スローガン

水と緑のまち わが狛江 ～多摩川五本松と川風の散歩道～

写真提供：（左）狛江古代カップ多摩川いかだレース実行委員会／（上）狛江市観光協会

わたしのまちの
お 気 に 入 り

狛 江 市

夏の風物詩　
　狛江古代カップ「多摩川いかだレース」▶

今号より編集委員の地元のお気に入りの場所や行事等を紹介していきます

紹介者：三角佐智子（狛江市民児協会長）
小田急線「和泉多摩川駅」より徒歩15分 東京都民生児童委員連合会

〒162-0823新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ4F
TEL：03（3235）1163　FAX：03（3235）1169
E-Mail：tominren@tcsw.tvac.or.jp
年４回発行　印刷：駒田印刷株式会社

発　　行

編集会議で掲載内容を検討していく中で、各地区の
活動内容に話がふくらみ、良い活動や見直したい活動
などについて、時間が足りなくなるほど楽しく意見交
換をしています。
今号も、今後の活動の参考になる内容が多く掲載さ
れていますので、ご当地ミンジーを探しながら、今一
度読み直してみてください。
次号のご当地ミンジーは、昨年盛り上がった都道府
県です。お楽しみに。

編集後記
三角　佐智子（都民連副会長：都民連だより担当）
編集協力

佐藤　文子（新宿区）
松橋　喜江子（世田谷区）
武市　美登里（墨田区）
江角　愛美（国立市）
中山　暢子（羽村市）

渡邉　勝子（荒川区）
河本　茂子（中野区）
新妻　弥生（八王子市）
佐野　有佳理（小平市）

編集委員

第13回　頭に富士山　～静岡県～

静岡県版ミンジーは、関東ブロック
民生委員児童委員活動研究協議会の開
催を機に、誕生しました。
頭には富士山、手にはお茶の葉、胸
の民生児童委員マークはみかんと、静
岡県の魅力を余すところなく表現して
います

　東京で平成23年に誕生したミンジーは、
全国の民児協でも大活躍中！ 現在、32府
県市のご当地ミンジーがいます。今回ご
紹介するのは静岡県のご当地ミンジーで
す。本紙のどこかに隠れているので、ぜ
ひ探してみてね！

[ 答え ] P.2.5.7.8 計4 静岡県ミンジー

記入のポイント
①⇒　他機関・他団体が住民向けに実施する催し物に参加・協力する場合は、（２）に記入します。
②③⇒　民児協が主催または他機関・他団体と共催して行う住民向けの催し物は、（３）に記入します。

活動概要 （2） （3） （4） （11）

①

その他の活動

子育て支援部会で運営協力をしている
児童館主催の子育てサロンに参加した。

　住民向けに実施される催し物に参加・協力する場合、そ
の他の活動の「行事・事業・会議への参加・協力（２）」「地
域福祉活動・自主活動（３）」のどちらかに記入します。
その催し物の主催がどの団体か（民児協が主体として実施
しているか）によって記録の仕方が異なります。

渡邉 勝子

高齢者・子育てサロンへの運営協力、社協の夏祭りのお手伝い、民児協のPR活動等、民生
児童委員としてさまざまな催し物に参加することは、住民と知り合う大切な機会です。こう
した地域活動の記入の仕方を確認していきます。

各種イベントや行事への参加はどこに記入しますか

民児協と児童館が共催（どちらも主催）で
実施している子どもまつりのブース運営に協力した。

民児協のPR活動として、駅頭でティッシュを配った。

②

③

行
事・事
業・会
議
へ
の

参

加
・
協

力

地
域
福
祉
活
動
・

自

主

活

動

民
児
協
運
営
・
研
修

活 

動 

日 

数

お知らせ
民生児童委員専用ページ(https://www.tominren.com/iin/kiroku)に
活動記録の「分類早見表」を追加しました
（ユーザー名：tominren　PW:20180401)

A 案
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令
和
７
年
度

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会

事
業
報
告
・
決
算

　

全
都
の
委
員
が
円
滑
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

各
地
区
民
児
協
と
の
情
報
共
有
・
協
議
の
場

を
設
け
る
と
と
も
に
、
関
係
諸
機
関
と
の
連
携

強
化
に
向
け
て
連
絡
・
調
整
を
進
め
ま
し
た
。

①
協
議
員
総
会�

〔
２
回
〕

②�

常
任
協
議
員
会
〔
11
回
／
う
ち
２
回

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〕

年
３
回
開
催
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

で
は
、「
四
者
協
」「
活
動
強
化
週
間
」

「
今
期
の
振
り
返
り
（
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ

の
活
用
、
な
り
手
確
保
の
取
り
組
み

等
）」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

③�

児
童
委
員
、
児
童
相
談
所
、
学
校
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
に
よ
る
地
区
連
絡
協
議
会　
　

�
�

〔
56
区
市
町
村
〕

④�

区
市
町
村
民
生
児
童
委
員
事
務
担
当

者
連
絡
協
議
会
〔
２
回
／
う
ち
１
回

は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〕

⑤�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
社
会
福
祉

法
人
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
社
協

の
連
携
推
進
の
た
め
の
連
絡
会
等

⑥
受
章
祝
賀
お
よ
び
改
選
期
懇
談
会

�

〔
１
回
〕

⑦�

一
斉
改
選
に
伴
う
「
引
き
継
ぎ
準
備

強
化
月
間
」
の
実
施

⑧�

民
生
児
童
委
員
活
動
へ
の
相
談
・
支
援

⑨�

民
生
児
童
委
員
活
動
資
料
・
情
報
収

集
と
提
供

⑩�

地
区
民
児
協
研
修
用
視
聴
覚
教
材
の

貸
し
出
し�

〔
実
績
・
95
件
〕

⑪
福
祉
関
係
図
書
等
の
斡
旋

本
会
で
は
正
副
会
長
会
や
常
務
委
員
会
を

は
じ
め
、
事
業
の
企
画
・
検
討
を
行
う
さ
ま

ざ
ま
な
会
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
正
副
会
長
会

�

〔
14
回
／
う
ち
４
回
は
臨
時
開
催
〕

②
常
務
委
員
会�

〔
10
回
〕

③
都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会�〔
４
回
〕

④
東
京
都
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

大
会
宣
言
起
草
委
員
会�

〔
１
回
〕

⑤�

民
生
児
童
委
員
普
及
・
啓
発
事
業
推

進
委
員
会�

〔
１
回
〕

⑥�

民
生
委
員
制
度
創
設
１
１
０
周
年
記

　

念
事
業
企
画
委
員
会�

〔
２
回
〕

⑦
都
民
連
監
査�

〔
１
回
〕

都
民
連
独
自
で
行
う
自
主
研
修
と
、
東
京

都
・
八
王
子
市
か
ら
の
受
託
研
修
、
関
係
機

関
・
団
体
の
主
催
研
修
に
委
員
を
派
遣
す
る

派
遣
研
修
が
あ
り
ま
す
。

★
自
主
研
修
★

①
事
項
別
部
会

�

〔
各
２
回
／
改
選
前
・
後
に
各
１
回
〕

②
主
任
児
童
委
員
部
会

�

〔
２
回
／
改
選
前
・
後
に
各
１
回
〕

③
都
民
連
役
員
研
修�

〔
１
回
〕

④
常
任
協
議
員
研
修
会�

〔
１
回
〕

⑤
協
議
員
研
修
会�

〔
２
回
〕

⑥�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
生
活
福
祉�

資
金
研
修
会（
東
社
協
と
共
催
）〔
２
回
〕

○
部
会
活
動
推
進
事
業

各
地
区
の
部
会
活
動
推
進
の
た
め
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。

★
受
託
研
修
★

①
新
任
研
修�〔
４
・
７
月
期
、
改
選
期
〕

　

※�

い
ず
れ
も
集
合
研
修
１
日
と
動
画

研
修

②
現
任
（
１
）
研
修�

〔
６
回
〕

③
現
任
（
２
）
研
修

�

〔
１
回
／
動
画
配
信
（
２
コ
ー
ス
〕〕

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援
、

不
登
校
支
援
を
テ
ー
マ
に
２
コ
ー
ス

を
実
施
し
、
前
者
で
は
単
身
高
齢
者

が
抱
え
や
す
い
生
活
課
題
を
確
認
し

合
う
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
後

者
で
は
不
登
校
の
背
景
や
現
在
の
支

援
の
考
え
方
、
制
度
や
地
域
資
源
等

に
つ
い
て
学
び
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
、
児
童
委
員
・
主
任
児
童

委
員
と
し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

④
主
任
児
童
委
員
研
修

�

〔
動
画
配
信
１
回
／
交
流
会
３
回
〕

現
任
（
２
）
研
修
の
不
登
校
支
援

と
同
テ
ー
マ
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

⑤
会
長
・
副
会
長
研
修�

〔
５
回
〕

⑥
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修�

〔
２
回
〕

⑦
支
庁
研
修�

〔
１
回
（
八
丈
支
庁
）〕

⑧
支
庁
合
同
研
修�

〔
１
回
〕

⑨
民
生
・
児
童
委
員
協
力
員
研
修

�

〔
新
任
対
象
・
現
任
対
象 

各
２
回
〕

★
派
遣
研
修
★

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

が
実
施
す
る
全
国
民
生
委
員
児
童
委

員
大
会
や
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員

児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
等
へ
の

委
員
派
遣
と
、
動
画
研
修
等
の
案
内
・

調
整
を
行
い
ま
し
た
。

連絡・
　調整

企画・
　運営

研修



民
生
児
童
委
員
活
動
の
一
層
の
充
実
に
向

け
て
各
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
指
定
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
業

今
期
は
２
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

大
島
町
は「
災
害
に
備
え
る
班
活
動
」、

立
川
市
は
「
活
動
環
境
整
備
と
民
児

協
組
織
の
強
化
～
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

活
用
を
通
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
、

大
島
町
で
は
、
町
と
協
力
し
災
害
時

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
立
川

市
で
は
定
例
会
の
開
催
通
知
や
活
動

記
録
集
計
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い
ま

し
た
。

②�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
事
例
集

の
作
成
・
配
布

③�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
実
績
の

集
計
分
析

④�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
活
動

実
績
の
集
計
分
析

⑤
広
報
活
動

⑥
民
生
児
童
委
員
活
動
の
普
及
・
啓
発

都
内
一
斉
活
動
と
し
て
、「
一
日
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
を
実
施
し
た

ほ
か
、
都
庁
で
の
パ
ネ
ル
展
や
民
生

児
童
委
員
の
普
及
啓
発
動
画
を
制
作

し
、
電
車
内
デ
ジ
タ
ル
広
告
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
配
布
用
グ
ッ
ズ
の
作
成
・
送

付
を
行
い
、
各
地
区
の
活
動
を
支
援

し
ま
し
た
。

〔
連
合
会
事
業
〕

①
物
故
民
生
委
員
・
児
童
委
員
弔
慰
等

②
全
国
民
生
委
員
互
助
事
業
の
実
施

③�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
保
険
の
周
知
・

連
絡

④
民
生
委
員
児
童
委
員
手
帳
の
作
成
・
配
布

⑤�

財
団
法
人
東
京
都
民
生
委
員
事
業
協
会
か

ら
の
承
継
事
務

〔
協
力
事
業
〕

①�

東
京
都
民
生
児
童
委
員
連
合
会
懇
話
会
の

運
営
協
力

②�

関
係
機
関
・
団
体
へ
の
委
員
派
遣
お
よ
び

協
力
等

〔
第
79
回
東
京
都
民
生
委
員
・

�

児
童
委
員
大
会
の
実
施
〕

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

〔
民
生
・
児
童
委
員
活
動

�

デ
ジ
タ
ル
活
用
特
別
整
備
推
進
事
業

�

（
端
末
廃
棄
・
回
収
補
助
）〕

令
和
４
年
度
に
配
布
し
た
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ

の
一
元
管
理
機
能
や
端
末
の
保
証
・
サ
ポ
ー

ト
終
了
に
伴
い
、
当
該
機
器
の
安
全
か
つ
適

切
な
回
収
・
処
分
を
実
施
し
ま
し
た
。

調査・
研究・
広報　

都民連運営サービス区分（都民連会費が主財源）
都民連事業の企画・検討を行う各種会議や都民連部会の
実施、機関紙発行等を行いました。

共同募金配分金サービス区分
（共同募金からの配分金を

処理する会計）
受領した配分金は都民連運
営サービス区分からの繰入
と併せ、部会活動助成金に
充当しました。

都民連受託サービス区分
（東京都委託事業を
処理する会計）

東京都から委託された各種
研修や普及・啓発事業等を
行いました。

都民連会費
61,770,600
都民連会費
61,770,600

補助金収入
47,398,652
補助金収入
47,398,652

その他の収入
1,193,849
その他の収入
1,193,849

資金収支差額
19,235,522
資金収支差額
19,235,522

積立資産支出
20,000,000
積立資産支出
20,000,000

負担金
25,553,420
負担金

25,553,420

事業費
69,431,762

人件費
41,590,765

助成金
2,113,350
助成金

2,113,350

事務費
10,272,488
事務費

10,272,488

拠点区分間繰入金支出
4,920,417

拠点区分間繰入金支出
4,920,417

事業収入・
負担金収入等
44,283,579

（単位：円）

共同募金
配分金収入
1,000,000

共同募金
配分金収入
1,000,000

拠点区分間
繰入金収入
2,869,400

助成金支出
3,869,400
助成金支出
3,869,400

（単位：円）

受託金収入
58,444,289
受託金収入
58,444,289

人件費支出
20,157,620

事業費支出
33,487,041

事務費支出
3,596,923
事務費支出
3,596,923 拠点区分間繰入金支出

1,207,705
拠点区分間繰入金支出

1,207,705

（単位：円）


